
ベネズエラ版コンビニ，路上のキオスク

ショッピングセンター「グラン・エスタシオン」 スーパーでまとめ買い

ショッピングモール内の美容院
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◦ベネズエラの基礎経済指標
１人当たりGDP
１万1,383ドル（2009年）

〔出所　IMF〕

人口
2,806万人（2009年）

〔出所　ベネズエラ国立統計院（INE）〕

消費者物価（CPI）上昇率
27.2％（2010年）

〔出所　ベネズエラ中央銀行〕

外資系（日系）企業事務系スタッフ月額給与水準
（賞与・諸手当込み）
3,500～5,500ドル
※入社10年目まで，課長クラス

◦コロンビアの基礎経済指標
１人当たりGDP
5,890ドル（2010年）

〔出所　IMF〕

人口
4,551万人（2005年国勢調査時点の2010年推定値年）

〔出所　国家統計局（DANE）〕

消費者物価（CPI）上昇率
3.2％（2010年）

〔出所　DANE〕

外資系を含む企業事務系スタッフ月額給与水準
（賞与・諸手当込み）
810～3,560ドル（コロンビア人事経営連盟〈2009年〉を基に算出）
※秘書～課長，アドミニストレーション業務

世界の暮らしが見える

物価ウオッチング　　 南米編

カラカス ボゴタ
新車より中古車が高いカラカスでは，車は第２の「家」。カーステレオにもお金をかける。
アジア料理がブームになりつつあるボゴタでは，箸を上手に使ってラーメンをすする。
最近の南米２都市の暮らしを紹介。



 物価データ� 調査日2011年１月11日　調査日の現地通貨の対円レート：１ボリバル・フェルテ＝19.09円

品　目　名 数　量 販売価格 備　考 調査場所（ボリバル・フェルテ） （円換算）
主食（アレパ粉） １kg 3.37 64 トウモロコシ原料の主食 市内スーパー「エクセルシオール・ガマ」

卵 １パック（12個） 12 229 同上

牛肉 1kg 65 1,241 フィレ肉 同上

しょうゆ 296ミリリットル 50.9 972 同上

ハンバーガー １個 23 439 『ビッグマック』 マクドナルド

ミネラルウオーター 1.5リットル 6.7 128 『ミナルバ』（国産） 市内スーパー「エクセルシオール・ガマ」

ビール 355ミリリットル 4.85 93 『ポラール』（国産） 同上

男性用スーツ 中級品１着 800～2,500 １万5,272～
４万7,725

紳士服店「ロリ」

電気料金 500kWh まで 56.56 1,080 高級住宅街の料金設定 国営電力会社「コルポエレック」

ガソリン レギュラー１リットル 0.1 ２ 無鉛，オクタン価95 市内ガソリンスタンド

タクシー 最低料金 30～50 573～955 距離による料金設定なし。交渉制（タクシ
ー会社により異なる）

携帯電話 基本料金／月 130 2,482 後払い式，無料通話1,000分（同キャリア500分，
別キャリア500分）および無料 SMS500回含む

国営携帯電話キャリア「モビ
ルネット」通話料金／分 0.42 ８ 

アパート賃貸料 家具付き１カ月 ３万 57万2,700 ラ・カステジャーナ地区
（居住面積：220㎡）

自動車（新車） １台 23万2,000 442万8,880『トヨタ・カローラ』（AT 車，1,600cc）10
年12月販売価格

販売代理店「ホーリー・イン
ポート」

映画鑑賞 ロードショー１本 25～30 477～573 全映画共通 「CINEX」のウェブサイト

ゴルフ・ラウンドフィー １ラウンド 350
130～220

6,682
2,482～

4,200

非メンバー
メンバー

ラグニータ・カントリークラブ

ベビーシッター １日（８時間） 140 2,673 人材派遣会社「ドメスティカ
ス・チャカオ」
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　「新車より中古車の方が高い」――ベネズエラではそ
んな不思議な現象が起こる。種明かしはこうだ。新車供
給が需要に追い付かず，購入に１年超待ちということも
珍しくない。そのため中古車の価値は下がりにくい。ま
た，新車の場合はディーラーなどの売り手に対して「投
機的な行為」を取り締まることができるが，中古車は個
人間の自由売買が可能で，当局の目も行き届きにくい。
これも高値を招く一因だ。街なかでもリアウインドーに
「売ります」と書かれた車をよく見掛ける。当地は，銀
行の預金金利が年インフレ率の約半分しかなく，預金が
意味をなさないため，自動車などの耐久消費財の購入は
資産保護の重要な手段となっているのだ。
　ベネズエラに来た外国人が驚くのは，ガソリンの値段
が１リットル約２米セント（約1.6円），ミネラルウオー
ターの50分の１と，おそらく世界一といってよいほど安
いことである。年率25％を超えるインフレでモノやサー
ビスの価格が毎月上昇していく中で，ガソリンは10年以
上も価格が凍結されている数少ない品目の一つである。
燃費を気にする必要がなく，さらに環境規制がないこと
も手伝って，走っているのが奇跡的といえるほどの古い
車がまだまだ現役である。

　自動車の数は年々増加傾向にあり，渋滞は今やカラカ
ス名物となっている。郊外からの通勤に，往復で５時間
以上も車中で過ごす人も珍しくない。だからカーステレ
オなどにある程度のお金をかけて「自分の空間」にカス
タマイズする人も多い。ある日本のカーステレオメーカ
ーによると，高価格商品から売れていくという。先進国
のようには騒音公害に対する意識が高くなく，週末にな
ると海辺や街なかはスピーカーからの大きな音であふれ
る。後部ドアを全開にして大音量で音楽をかけ，家族や
友人とパーティーを楽しむといった姿も目に付く。
　つまり，ベネズエラ人にとって，自動車は単なる「移
動手段」ではなく，「資産保護」「第２の自分の空間」
「パーティーの重要な小道具」といった多彩な意味を持
つといえるのかもしれない。それだけに今後新たな関連
ビジネスが生まれる可能性も秘めている。
� （森下　卓哉／カラカス事務所長）

カラカス Caracas
自動車は「移動手段」を超えて

まだまだ現役



 物価データ� 調査日2011年１月18日　調査日の現地通貨の対円レート：１コロンビア・ペソ＝0.044円

品　目　名 数　量 販売価格 備　考 調査場所（コロンビア・ペソ） （円換算）
主食（コメ） １kg 2,570 113 コロンビア産長粒米 国内大手スーパー「カルージャ」（Carulla）

卵 １パック（６個） 2,760 121 一般的なもの 同上

牛肉 100g 1,740 77 フィレ 同上

しょうゆ １リットル 9,950 438『チャング＆チャング』（Chang & Chang）国産 同上

ハンバーガー １個 8,400 370『ビッグマック』 マクドナルド

ミネラルウオーター １リットル 1,400 62『カルージャ』（carulla）国産 国内大手スーパー「カルージャ」

ビール 350ミリリットル 2,000 88『クルブ・コロンビア』（club colombia）国産，缶 同上

男性用スーツ 中級品１着 32万 １万4,080 一般的なもの 市内ショッピングセンター内　「ア
ルトゥロ・カジェ」（Arturo・Calle）

電気料金 200kWh ７万1,191 3,132 高級住宅街適用料金。１kWh ≒356ペソ 電力会社「コデンサ」（Codensa）

ガソリン レギュラー１ガロン 8,099 356 法定価格。１ガロン≒3.785リットル 政令182548号（2010年12月30日）の公定基準

タクシー 昼間2.5km 3,300 145 初乗り料金。以降100m または，30秒の停止状態当
たり64ペソ。夜・休日は1,500ペソの別料金が必要

ボゴタ市交通局
（www.movilidadbogota.gov.co）

携帯電話 基本料金／月 ９万 3,960 マルチ500プラン。他社との通話も含め500
分まで通話可能

携帯電話サービス会社「コム
セル」（www.comcel.com.co）

通話料金／分 140 ６ 同社との通話料金（100ペソ／分）と他社
との通話料金（180ペソ／分）の平均

アパート賃貸料 家具付き１カ月 480万 21万1,200 外国人用（高級住宅街） 不動産関連ウェブサイト
（居住面積：150㎡） （www.metrocuadrado.com）

自動車（新車） １台 １億1,900万 523万6,000『トヨタ・プラド VX』（AT 車） 車両機関雑誌『Motor』（モトル）（www.motor.com.co）

映画鑑賞 ロードショー１本 １万5,000 660 週末，普通席。曜日，時間帯，座席などによ
り，4,000～１万7,500ペソ

映画館シネ・コロンビア
（www.cinecolombia.com.co）

ゴルフ・ラウンドフィー １ラウンド 16万 7,040 公共クラブの価格は会員制より少し安い 市内会員制ゴルフクラブ 

ベビーシッター １時間 3,486 153 法定最低賃金の月給を時給換算。同賃金の
場合，別途交通費などを支給する必要あり

法定最低賃金は政令で公表

　2010年のコロンビアの１人当たり GDP は5,890ドル
（IMF）。この10年間でコロンビア人の購買力は２倍にな
った。消費生活も大きく変わりつつある。例えば食生活。
近年，ボゴタ市民の間では新しいグルメ体験に関心が高
まる。食べ物を通していろいろな文化に触れようとして
いる。外食支出が増え，レストランやファストフード店
の数も増加中だ。ボゴタでは，
コロンビアの伝統料理のほ
か，さまざまな国の店が開店
しており，ラテンアメリカの
「美食の街」になりつつある。
　ライフスタイルの変化とと
もに，健康的な食生活が注目
されるようになった。肉食が
中心だった当地の人々にとっ
て，アジア料理はヘルシーだ
として受け入れられ，人気が
高い。中国，日本，韓国，インド，タイなど各国専門料
理店が市内に約250店ある。
　アジア料理の魅力は価格にもある。当地発のアジア料
理のカジュアルダイニングのWOK（ボゴタ市内13店舗），

和食のTeriyaki（同５店舗）
やOsaki（同４店舗）などレ
ストランチェーンでは，１皿
平均２万2,000ペソ（約970
円）だ。日本食の中でも人気
があるのはすし。巻きずし１
本（８ピース）が１万4,000

～２万ペソ（約620～880円）
だ。日本食レストランには，
創業者が日本人で，本格的な
料理を出す高級店もある。ま
た，比較的安い日本食レスト
ランも数店あり，ボゴタ市民
や市内在住の日本人に人気だ。
　当事務所が実施したアンケ
ート調査でも，日本食・アジ
ア食の浸透の様子がはっきり
と表れた。34歳の IT コンサ

ルト（男性）は，週に１度外食しアジア料理をよく食べ
る。27歳の弁護士（女性）は週に２回外食し，日本食を
楽しむ。今後の定着が楽しみだ。
� （清水　文裕／ボゴタ事務所長）

ボゴタ Bogotá
美食の街にアジアブーム

ランチは箸を使ってアジア料理

テラスでアジア料理を楽しむ

世界の暮らしが見える

物価ウオッチング
 南米編
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